
　
全
国
大
学
書
写
書
道
教
育
学
会
で
は
、
一
九
九
〇
年
よ
り
、
教
員
養
成
を
主
た
る
目
的
と
し
た
テ
キ
ス
ト
を
編

集
し
、
上
梓
し
て
き
ま
し
た
。
初
版
テ
キ
ス
ト
は
、『
書
写
指
導
　
小
学
校
編
』『
書
写
指
導
　
中
学
校
編
』
の
二

分
冊
で
し
た
。
何
度
か
の
改
訂
を
経
て
、
二
〇
〇
三
年
に
は
一
冊
に
ま
と
め
た
『
新
編
　
書
写
指
導
』
と
し
て
上

梓
し
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
、
授
業
理
論
と
指
導
内
容
お
よ
び
資
料
編
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
、
内
容
の
精

選
を
は
か
る
と
と
も
に
二
色
刷
り
と
し
た
『
明
解
　
書
写
教
育
』
を
上
梓
し
ま
し
た
。

　
情
報
環
境
の
急
激
な
変
化
に
伴
っ
て
、
文
字
を
使
用
す
る
場
面
や
意
識
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
文
字
を
手
書
き
す
る
力
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に

手
書
き
す
る
人
で
あ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
わ
か
り
や
す
く
的
確
な
書
写
学
習
が
求

め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
今
回
、
社
会
や
教
育
の
動
向
に
応
え
、
ま
た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
対
応
す
る
た
め
、

テ
キ
ス
ト
内
容
の
全
面
改
訂
を
お
こ
な
い
、
本
書
の
上
梓
に
到
り
ま
し
た
。

　
本
学
会
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
近
年
の
教
育
動
向
に
即
す
と
と
も
に
、
内
容
を
精
選
し
わ
か
り
や
す
さ
を
重

視
し
ま
し
た
。
基
本
的
に
見
開
き
で
内
容
を
理
解
し
や
す
い
構
成
と
し
、
図
版
等
を
中
心
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
を
進

め
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
大
学
で
の
教
員
養
成
に
お
け
る
書
写
に
関
す
る
授
業
で
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、

社
会
教
育
を
含
む
、
広
く
文
字
を
手
書
き
す
る
こ
と
の
指
導
に
関
わ
る
多
く
の
皆
様
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
も

願
っ
て
お
り
ま
す
。
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『
国
語
科
書
写
の
理
論
と
実
践
』
の
内
容

毛筆と硬筆の教材文字を大きく
示し、ポイントを理解しながら
練習がしやすくなりました。

すぐに使える授業のアイデアを、実際に
使用している写真とともに示し、書写の
授業をイメージしやすくしました。

学習指導要領との対応がわかる
ように、大きな見出しと解説を
掲載しました。

字
形
を
整
え
る
原
理
原
則
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
、
書
写
用
語
へ
の
理
解
が
深

ま
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

目
次
よ
り

目
次
よ
り
（
抜
粋
）
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で
は
、
新
し
い
小
学
校
学
習
指
導
要
領
、
中
学
校
学
習
指
導

要
領
に
合
わ
せ
た
授
業
づ
く
り
の
方
法
を
示
し
て
い
ま
す
。

・
授
業
づ
く
り
の
基
本
認
識
や
学
習
指
導
計
画

・
学
習
指
導
案
の
内
容
と
書
き
方
、
作
成
の
手
順

・
各
学
年
段
階
の
指
導
の
要
点
と
学
習
指
導
案
例

な
ど
を
詳
し
く
解
説
。
年
間
学
習
指
導
計
画
や
教
材
研
究
、
評
価
の
際
に
配
慮

す
べ
き
点
な
ど
も
わ
か
り
ま
す
。
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で
は
、
学
習
指
導
要
領
と
の
関
連
を
示
し
な
が
ら
、
書
写
指

導
の
ポ
イ
ン
ト
や
授
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
解
説
し
て
い
ま
す
。
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で
は
、
二
〇
二
〇
年
版
の
学
習
指
導
要
領
解
説
な
ど
、

書
写
指
導
に
お
け
る
重
要
な
資
料
を
掲
載
。
特
に
高
等
学
校
の
国
語

に
「
現
代
の
国
語
」
と
「
言
語
文
化
」
が
新
設
さ
れ
、
中
学
校
書
写

と
の
関
連
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
国
語
科
と
芸
術
科
書
道
Ⅰ
の
双
方
へ

の
体
系
的
な
指
導
の
必
要
性
が
わ
か
り
ま
す
。

　「
平
仮
名
・
片
仮
名
」「
楷
書
」「
行
書
」
で
の
授
業
に
役
立
つ
具
体
的
な
指

導
方
法
が
満
載
。
ま
た
、
書
写
に
お
け
る
字
形
や
配
列
、
筆
や
硯
な
ど
の
筆
記

具
等
の
扱
い
方
、
姿
勢
な
ど
も
、
写
真
や
図
版
を
効
果
的
に
用
い
な
が
ら
説
明

し
て
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
書
写
部
分
の
抄
録
、

文
字
と
書
体
の
変
遷
、
学
年
別
漢
字
配
当
表
、

平
仮
名
・
片
仮
名
の
字
源
、
筆
順
の
原
則　
な
ど

Ⅲ　
資
料
編

子
ど
も
が
「
思
考
力
・
判
断
力
」

「
思
考
力
・
判
断
力
」
を
発
揮
す
る
た
め
の
し

か
け
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
導
く
グ
ル
ー

プ
学
習
や
相
互
評
価
へ
の
取
り
組
み
方
、
学
習
活
動
の
深

め
方
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

　
本
書
は
、
小
・
中
学
校
国
語
科
書
写
の
学
習
内
容
と
指
導
法
を

学
ぼ
う
と
す
る
人
の
た
め
に
編
集
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ　
学
習
指
導
編

　
１　
授
業
づ
く
り
の
要
点 

 

　
２　
学
習
指
導
案
作
成
の
要
点  

　
３　
授
業
づ
く
り
の
実
際 

 
  Ⅱ　

学
習
内
容
編

　
１　
言
語
文
化
と
文
字
文
化　

　
２　
文
字
文
化
に
つ
い
て　
ー
学
習
指
導
要
領
よ
り
ー

　
３　
日
本
語
表
記
に
用
い
る
文
字
の
歴
史 

 

　
４　
書
写
に
お
け
る
字
体
と
字
形

　
　
　
ー
文
字
の
正
し
さ
と
よ
り
よ
い
字
形
ー

　
５　
筆
記
具
等
（
用
具
・
用
材
）
と
姿
勢
・
執
筆  

　
６　
平
仮
名
・
片
仮
名

　
７　
楷
書

　
８　
行
書

 
 

第〇学年国語科書写学習指導案（例）

学習指導案の書き方

日　時　〇〇年〇月〇日（〇）〇校時
児　童　〇年〇組　　〇名
授業者　〇〇〇〇

（2）児童（生徒）の実態

（3）指導観

・〇〇を理解する。
・〇〇に気をつけて、毛筆で整えて書くことができる。
・〇〇に気をつけて、硬筆で読みやすく丁寧に書くことができる。

 
 

（1）単元観

１ 単元名
２ 単元について

３ 単元の目標

４ 単元計画

＊これに加えて「板書計画」を作成すると、授業展開を児童目線で捉え直すことができる。
　思考の可視化を意識した「ワークシート」も活用したい。

５ 本時の学習指導
（1） 目標
（2） 学習指導過程

（3）単元の評価規準

【知識・技能】～書いている。
【主体的に学習に取り組む態度】～書こうとしている。
（【思考・判断・表現】～考えている。）

学習活動 児童（生徒）の表れ 教師の支援・評価

きまりが分かったよ。
自分の課題を知り、
整えて書こう。

〇〇に気をつける。

前時の学習内容を
ＴＶで示し、
振り返りを
容易にする。

穂先の動きを
書画カメラで映す。

手作りワークシート
応用・発展の例を
探させる。

「指導観」には、「単元観」や「児童
（生徒）の実態」を踏まえて、指導
の方針、指導上の留意点や工夫を書
く。また「日常に生かす」ための方
策についても記す。
（例）交流の場面、ＩＣＴの活用、
具体的な言語活動

「身に付けたい力」が明確になるように、また、
授業がどのような段階を踏んだ展開になってい
るか（過程）が明確になるように目標を定める。

１前時を振り返り教
　材文字の改善点を
　話し合う。
２課題解決の方策を
　考える。
３振り返りをする。
　自己評価、相互
　評価

「単元観」と「児童（生徒）の実態」の順序は
逆でもよいが、学習指導要領の内容をふまえ、
「身に付けたい力」を明確にしてから、目の前
の児童（生徒）の実態に即して書く。
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内容頁例

平仮名の字源

内
容
頁
例

明
朝
体友

人
教
科
書
体

友
人
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